
JP 2009-100180 A 2009.5.7

(57)【要約】
【課題】車両の後方を撮影した画像を、ルームミラーの
配置位置に取り付けたディスプレイ等を用いて表示した
場合でも、違和感がない車両後方監視装置を提供するこ
と。
【解決手段】ステップ１００にて、後方カメラ３にて撮
影された画像を取り込む処理を行う。続くステップ１１
０では、画像の視点移動の処理を行う。つまり、後方カ
メラ３の撮影位置（カメラの視点）と、運転者の視点（
ここでは、従来のルームミラーの鏡面の位置と近似する
）とでは、例えば水平方向や垂直方向にずれがあるので
、その視点のズレを演算により調節する。このようにし
て、後方カメラ３の視点を運転者の視点の位置に移動さ
せた疑似画像を作成する。続くステップ１２０では、前
記疑似画像を、ディスプレイ５の表示画面１３に表示す
る処理を行う。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の後方を撮影する撮影装置と、
　車室内にて前記車両の後方を確認するために、前席の前方の上部のルームミラーの取付
位置に配置された画像表示装置と、
　を備えるとともに、
　前記撮影装置によって撮影された画像を、運転席側より見た前記ルームミラーの反射映
像と同様な疑似画像に変換する画像変換手段と、
　前記疑似画像を、前記画像表示装置に表示する表示制御手段と、
　を備えたことを特徴する車両後方監視装置。
【請求項２】
　前記撮影装置は、前記車両の後部において、自車が映り込まないように配置されたもの
であることを特徴する請求項１に記載の車両後方監視装置。
【請求項３】
　前記画像表示装置は、前記ルームミラーの反射面を前記画像表示装置の表示面に置き換
えたルームミラー型画像表示装置であることを特徴する請求項１又は２に記載の車両後方
監視装置。
【請求項４】
　前記疑似画像は、前記撮影装置の撮影位置を前記画像表示装置の取付位置に変換した画
像であることを特徴する請求項１～３に記載の車両後方監視装置。
【請求項５】
　前記疑似画像に、前記ルームミラーを用いた場合に映る車室内の物体の画像を、半透過
で重ね合わせて表示することを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の車両後方監視
装置。
【請求項６】
　前記画像表示装置の角度を変化させた場合には、その変化に応じて、前記撮影装置の撮
影角度を変更することを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の車両後方監視装置。
【請求項７】
　前記画像表示装置の角度を変化させた場合には、その変化に応じて、前記撮影装置によ
って撮影した画像のうち前記画像表示装置に表示する表示領域を変更することを特徴とす
る請求項１～６のいずれかに記載の車両後方監視装置。
【請求項８】
　前記疑似画像の拡大及び縮小の少なくとも一方のサイズ変更動作を指示するサイズ指示
部を備えたことを特徴とすることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の車両後方
監視装置。
【請求項９】
　前記サイズ指示部は、スライドスイッチ又は前記画像表示装置の表示画面に配置された
タッチパネルであることを特徴とする請求項８に記載の車両後方監視装置。
【請求項１０】
　前記疑似画像の拡大又は縮小のサイズ変更動作を指示する場合に、どの位置を拡大又は
縮小するかを指示する位置指示部を備えたことを特徴とする請求項８又は９に記載の車両
後方監視装置。
【請求項１１】
　前記位置指示部は、十字キー又は前記画像表示装置の表示画面に配置されたタッチパネ
ルであることを特徴とする請求項１０に記載の車両後方監視装置。
【請求項１２】
　前記撮影装置は、赤外線を利用して画像を撮影する装置であることを特徴とする請求項
１～１１のいずれかに記載の車両後方監視装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、ルームミラーのように、車室内にて車両の後方の状況を確認できる車両後方
監視装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、車両の後方を確認する装置としてルームミラーが使用されているが、ルーム
ミラーには、図２２に示す様に、後席、ピラー、又は後席の搭乗者などが映るために、視
界が遮られて、車外の後方がよく見えないことがあった。
【０００３】
　この対策として、車両の後部にカメラを配置し、そのカメラで撮影した画像を、ダッシ
ュボードに配置されたディスプレイに表示する技術が提案されている（特許文献１参照）
。
【０００４】
　しかしながら、このディスプレイは、前席の前方下部のダッシュボードに取り付けられ
ているので、ルームミラーで後方を確認することに慣れている運転者にとっては、視線の
移動が大きく違和感があった。
【０００５】
　これに対して、車両の後部などに取り付けたカメラで車両の周囲を撮影し、その撮影し
た画像を、ルームミラー内やルームミラーの周辺に装着された液晶ディスプレイに表示す
る技術が提案されている（特許文献２、３参照）。
【特許文献１】特開２０００－１３４６０８号公報
【特許文献２】特開平１１－７８６９３号公報
【特許文献３】登録実用新案第３０３５２６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、例えば上述した特許文献２の技術の場合でも、運転者は、ルームミラー
内のディスプレイに表示された画像に、違和感を感じることがあった。
　つまり、運転者が、バックミラーを見る場合は、バックミラーの鏡面で反射した映像（
即ち運転席における自分の視点から見た映像）が見えることをイメージするが、上述した
技術では、バックミラーに内蔵されたディスプレイに、車体後部のカメラで撮影された画
像がそのまま表示されるので、違和感があるという問題があった。
【０００７】
　すなわち、運転者の視点とカメラの撮影位置とがずれているので、運転者が予想した画
像と実際にディスプレイに表示された画像との間にズレがあり、そのため、運転者が違和
感を感じるという問題があった。
【０００８】
　また、特許文献３の技術の場合も、前記特許文献２の技術と同様に、カメラで撮影した
画像をそのままディスプレイに表示するので、画像のズレによる違和感があった。
　本発明は、かかる問題に鑑みてなされたものであり、車両の後方を撮影した画像を、ル
ームミラーの配置位置に取り付けたディスプレイ等を用いて表示した場合でも、違和感が
少ない車両後方監視装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（１）請求項１の発明（車両後方監視装置）は、車両の後方を撮影する撮影装置と、車
室内にて前記車両の後方を確認するために、前席の前方の上部のルームミラーの取付位置
に配置された画像表示装置と、を備えるとともに、前記撮影装置によって撮影された画像
を、運転席側より見た前記ルームミラーの反射映像と同様な疑似画像に変換する画像変換
手段と、前記疑似画像を、前記画像表示装置に表示する表示制御手段と、を備えたことを
特徴する。
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【００１０】
　本発明では、従来のルームミラーに代えて、ルームミラーの取付位置に画像表示装置を
取り付けている。そして、撮影装置によって撮影した車両の後方の画像を、（座標変換等
により）ルームミラーにより運転者が後方を見た反射映像と同様な疑似画像に変換し、こ
の疑似画像を、（ルームミラーの位置に配置された）画像表示装置に表示している。
【００１１】
　従って、運転者が画像表示装置を見た場合には、通常のルームミラーを見ているように
、視点のずれの少ない又は全くない画像を見ることができるので、違和感が少ないという
効果がある。また、撮影装置は、例えば車体の後部等の視界が良い場所に取り付けること
ができるので、従来のルームミラーの様に、後席やピラーなどによって視界が妨げられる
ことがないという利点がある。
【００１２】
　ここで、運転席側より見た前記ルームミラーの反射映像とは、運転席に着座した運転者
等が、通常のルームミラーを見ることができる反射映像であり、本発明では、画像表示装
置に、この反射映像と同様な（類似の）疑似画像を表示する。
【００１３】
　なお、ルームミラーでは、運転者は鏡面にて所定の反射角で反射した反射光により反射
映像を見ることになるが、後述する様に、例えばルームミラーの位置に撮影装置を配置し
たと仮定して後方を撮影したような疑似画像により、反射映像とほぼ同様な疑似画像を得
ることができる。
【００１４】
　（２）請求項２の発明では、前記撮影装置は、前記車両の後部において、自車が映り込
まないように配置されたものであることを特徴する。
　本発明は、撮影装置の好適な取付位置を例示したものである。つまり、例えば車両の後
端から後方を撮影するように撮影装置を取り付けることにより、自車の車体が画像に入ら
ないようにすれば、その画像を画像表示装置に表示した場合に、本来ならばルームミラー
で見た場合には映らないような例えばバンパーのような物体が表示されないので、違和感
が少ないという効果がある。
【００１５】
　（３）請求項３の発明では、前記画像表示装置は、前記ルームミラーの反射面を前記画
像表示装置の表示面に置き換えたルームミラー型画像表示装置である。
　本発明は、画像表示装置を例示したものである。つまり、画像表示装置として、従来の
ルームミラーの様に、画像表示装置の表示面をルームミラーの反射面と同様な構成（例え
ば反射面と同形状や同様な横長の表示面）とすることにより、一層違和感が少ないという
利点がある。
【００１６】
　（４）請求項４の発明では、前記疑似画像は、前記撮影装置の撮影位置を前記画像表示
装置の取付位置に変換した画像であることを特徴する。
　本発明は、撮影装置で撮影した画像を、疑似画像に変換する手法を例示したものである
。ここでは、撮影装置で撮影した画像を、座標変換等により、画像表示装置の位置に撮影
装置を取り付けて後方を撮影したような疑似画像に変換するので、画像表示装置に表示さ
れた疑似画像に違和感が少ない。
【００１７】
　（５）請求項５の発明では、前記疑似画像に、前記ルームミラーを用いた場合に映る車
室内の物体の画像を、半透過で重ね合わせて表示することを特徴とする。
　従来のルームミラーでは、ピラーや後席が映るので、画像表示装置に疑似画像を表示し
た場合にも、ピラーや後席などの画像も半透過で表示する。
【００１８】
　これにより、ピラーや後席の位置関係が分かるので、疑似画像内のその他の物体（例え
ば後方の車両や風景）の位置関係なども分かり易くなる。しかも、ピラーや後席は半透過
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で示されるので、それほど視界の妨げとなることもない。なお、この半透過の画像の表示
・非表示は、選択できることが好ましい。
【００１９】
　（６）請求項６の発明では、前記画像表示装置の角度を変化させた場合には、その変化
に応じて、前記撮影装置の撮影角度を変更することを特徴とする。
　従来のルームミラーでも、後方の視野を変更したい場合には、ルームミラー（即ち反射
面）の角度を変更するが、本発明でも、同様に、画像表示装置（従って表示画面）の角度
を変化させた場合には、その変化に応じて、撮影装置の撮影角度（従って撮影する方向）
を変更する。
【００２０】
　これにより、運転者は、通常のルームミラーの向きを変更するのと同様な操作で、画像
表示装置の向きを変更できるので、極めて便利である。
　（７）請求項７の発明では、前記画像表示装置の角度を変化させた場合には、その変化
に応じて、前記撮影装置によって撮影した画像のうち前記画像表示装置に表示する表示領
域を変更することを特徴とする。
【００２１】
　前記請求項６の発明では、画像表示装置の向きを変更した場合には、撮影装置の撮影方
向を変更したが、本発明では、画像表示装置の向きを変更した場合には、撮影装置で撮影
した画像のうち、画像表示装置の表示画面に表示する画像（表示領域）を変更する。これ
により、撮影装置の撮影方向を変更することなく、画像処理にて表示画面に表示する画像
を変更することができる。
【００２２】
　よって、撮影装置の向きを変更する機構を省略できるので、構成を簡易化することがで
きる。
　（８）請求項８の発明では、前記疑似画像の拡大及び縮小の少なくとも一方のサイズ変
更動作を指示するサイズ指示部を備えたことを特徴とする。
【００２３】
　従って、運転者等がサイズ指示部を操作することにより、画像表示装置に表示される疑
似画像の拡大や縮小を行うことができる。
　（９）請求項９の発明では、前記サイズ指示部は、スライドスイッチ又は前記画像表示
装置の表示画面に配置されたタッチパネルであることを特徴とする。
【００２４】
　本発明は、サイズ指示部を例示したものである。
　（１０）請求項１０の発明では、前記疑似画像の拡大又は縮小のサイズ変更動作を指示
する場合に、どの位置を拡大又は縮小するかを指示する位置指示部を備えたことを特徴と
する。
【００２５】
　従って、運転者等が位置指示部を操作することにより、疑似画像の拡大や縮小を指示す
る際に、拡大や縮小の中心点等などの位置を指示することができる。
　（１１）請求項１１の発明では、前記位置指示部は、十字キー又は前記画像表示装置の
表示画面に配置されたタッチパネルであることを特徴とする。
【００２６】
　本発明は、位置指示部を例示したものである。
　（１２）請求項１２の発明では、前記撮影装置は、赤外線を利用して画像を撮影する装
置であることを特徴とする。
【００２７】
　本発明では、赤外線を利用して画像を撮影し、その疑似画像を画像表示装置に表示する
ので、夜間等の場所での安全性が高くなるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
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　以下に本発明の実施形態を図面と共に説明する。
　［第１実施形態］
　本実施形態の車両後方監視装置は、カメラで自車両の後方を撮影し、その撮影した画像
を、運転者に違和感がないように処理して、ルームミラー型ディスプレイに表示するもの
である。
【００２９】
　ａ）まず、本実施形態の車両後方監視装置の構成について説明する。
　図１に示す様に、本実施形態では、車両１の後部に、車両１の後方を撮影する撮影装置
として、電子カメラ（後方カメラ）３が取り付けられており、車室内の前席の前方のフロ
ントガラスの上部、即ち従来の鏡面を備えた光学式のルームミラーの取付位置には、ルー
ムミラーに代えてルームミラー型ディスプレイ（画像表示装置）５が取り付けられている
。
【００３０】
　また、図２に示す様に、後方カメラ３やディスプレイ５は、周知のマイクロコンピュー
タを主要部とする画像処理装置７を備えた制御ユニット９に接続されており、これらによ
って、車両後方監視装置１１が構成されている。なお、制御ユニット９には、画像データ
等を記憶するメモリ（図示せず）等が配置されている。
【００３１】
　そして、本実施形態では、図３に示す様に、画像処理装置７によって、後方カメラ１で
撮影した画像の視野補正（視点補正）を行って、運転者にとって違和感の無い画像、即ち
、従来のルームミラーにより後方を見たときと同様な疑似画像を、ディスプレイ５の表示
画面１３に表示する。
【００３２】
　ｂ）次に、上述した疑似画像を表示するために、画像処理装置９にて行われる処理内容
について説明する。
　図４のフローチャートに示すように、まず、ステップ（Ｓ）１００にて、後方カメラ３
にて撮影された画像を取り込む処理を行う。
【００３３】
　続くステップ１１０では、画像の視点補正（視点移動）の処理を行う。
　つまり、前記図１に示す様に、後方カメラ３の撮影位置（カメラの視点）と、運転者の
視点（ここでは、従来のルームミラーの鏡面の位置と近似する）とでは、例えば水平方向
にΔｘ、垂直方向にΔｙのずれがあるので、その視点のズレを無くすように、例えば下記
式を用いた座標変換の演算により視点を調節して疑似画像を作成する。
【００３４】
　後方カメラ３の座標位置　　　　　　　　　：（ｘ，ｙ，ｚ）
　ルームミラーの座標位置（仮想の撮影位置）：（Ｘ，Ｙ，Ｚ）
　　　Ｘ＝ｘ＋Δｘ　　・・・（１）
      Ｙ＝ｙ　　　　　・・・（２）
　　　Ｚ＝ｚ＋Δｚ　　・・・（３）
  すなわち、後方カメラ３で撮影された画像に対して、後方カメラ３の座標位置を、ルー
ムミラーの座標位置に変換するような座標変換を行って、疑似画像を作成する。
【００３５】
　本実施形態では、このようにして、後方カメラ３の視点を運転者の視点（ここでは擬似
的にディスプレイ５の位置）に移動させたような疑似画像を作成する。
　続くステップ１２０では、前記疑似画像を、ディスプレイ５の表示画面１３に表示する
処理を行って、一旦本処理を終了する。
【００３６】
　なお、疑似画像は、表示画面１３のサイズに応じて切り出され、その切り出された画像
が表示画面１３に表示される。
  ｃ）この様に、本実施形態では、前記図３に示す様に、後方カメラ３で撮影した画像を
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、運転席の運転者から見たような疑似画像に変換してディスプレイ５に表示するので、運
転者は、このディスプレイ５により、従来のルームミラーを見たときと同様な後方画像を
見ることができる。
【００３７】
　つまり、後方の画像をディスプレイ５に表示する際には、後方カメラ３の視点と運転者
の視点のズレを調節した疑似画像が表示されるので、カメラ画像をそのまま表示する場合
に比べて、運転者にとっては違和感が少ないという顕著な効果を奏する。
【００３８】
　また、この疑似画像には、従来のルームミラーに見られたような、ピラーや後席や後席
に搭乗した人が映らないので、それらに妨げられることがなく、後方を十分に視認できる
という顕著な効果を奏する。
【００３９】
　［第２実施形態］
　次に、第の実施形態について説明するが、前記第１実施形態と同様な内容の説明は省略
する。
【００４０】
　本実施形態では、図５に示す様に、画像処理装置７にて、車室内の後方のイメージを後
方カメラ３で撮影した画像に重ね合わせて疑似画像を作成し、その疑似画像をディスプレ
イ５に表示する。
【００４１】
　以下、本実施形態における画像処理について説明する。
　図６に示す様に、ステップ２００にて、後方カメラ３で撮影した画像を取り込む。
　続くステップ２１０にて、視点移動した画像を作成する。
【００４２】
　続くステップ２２０では、視点移動した画像に、車室内のピラーや後席などの半透過の
画像（模式的な画像：車室後方のイメージ）を重ね合わせて疑似画像を作成する。
　続くステップ２３０では、その疑似画像をディスプレイ５に表示し、一旦本処理を終了
する。
【００４３】
　この様に、本実施形態では、視点移動した画像に車室後方の半透明のイメージを重ね合
わせて表示するので、従来のルームミラーの映像により近くなり、一層運転者の違和感が
低減するという利点がある。
【００４４】
　［第３実施形態］
　次に、第の実施形態について説明するが、前記第２実施形態と同様な内容の説明は省略
する。
【００４５】
　本実施形態では、ディスプレイの角度を変えた場合に、その動きに対応して、後方カメ
ラの撮影角度も変更するものである。
　ａ）まず、本実施形態の車両後方監視装置の構成について説明する。
【００４６】
　図７に示す様に、本実施形態の車両後方監視装置２１は、ディスプレイ２３側の装置構
成であるディスプレイユニット２５と、後方カメラ２７側の構成であるカメラユニット２
９と、ディスプレイ２３の操作に応じた制御を行う制御ユニット２９とを備えている。
【００４７】
　このうち、制御ユニット２９には、画像の処理を行う画像処理装置３１と、後方カメラ
２７の制御を行うカメラ制御装置３３とを備えている。なお、一つのマイクロコンピュー
タで、画像の処理とカメラの制御を行ってもよい。
【００４８】
　前記画像処理装置３１には、後方カメラ２７とディスプレイ２３とが接続されており、
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この画像処理装置３１では、後方カメラ２７で撮影された画像の視点移動（更には車室後
方のイメージの重ね合わせ）などを行って、その疑似画像をディスプレイ２３に表示する
処理を行う。
【００４９】
　また、カメラ制御装置３３には、ディスプレイ用ポテンショメータ３５と後方カメラ用
モータ３７が接続されている。
　ポテンショメータ３５は、運転者等の操作によって角度が変わるディスプレイ２３の角
度（従って表示画面の角度：向き）を検出するものであり、このポテンショメータ３５と
しては、ディスプレイ２３の横方向（水平方向）及び縦方向（垂直方向）の移動角度（操
作角度）を検出するために、それぞれ水平用ポテンショメータ３５ａと垂直用ポテンショ
メータ３５ｂとが取り付けられている。
【００５０】
　また、後方カメラ用モータ３７は、後方カメラ２７の撮影方向を調節するモータであり
、後方カメラ２７には、その撮影方向（軸方向）を横方向（水平方向）に移動させる水平
用モータ３７ａと縦方向（垂直方向）に移動させる垂直用モータ３７ｂとが取り付けられ
ている。
【００５１】
　従って、本実施形態では、図８に示す様に、ディスプレイ３５の角度が操作されると、
その角度をポテンシオメータ３５によって検出し、その検出された操作角度に対応して、
後方カメラ２７の撮影角度を調節する。
【００５２】
　例えばディスプレイ３５が、より下方を映すようにＡ°下向きに操作された場合には、
後方カメラ２７を下方に２Ａ°傾けるように制御する。ここで、ディスプレイ３５の操作
角度に対して後方カメラ２７の撮影角度の変化量（移動角度）を倍にしたのは、通常のル
ームミラーでは、鏡面で反射した映像がルームミラーの操作量の倍の角度移動するからで
ある。
【００５３】
  ｂ）次に、カメラ制御装置３１にて行われる処理内容について説明する。
　図９に示す様に、ステップ３００にて、ポテンショメータ３５からの信号、即ちディス
プレイ２３の操作角度を示す信号を入力する。
【００５４】
　続くステップ３１０では、ポテンショメータ３５からの操作角度を示す信号に基づいて
、後方カメラ２７の撮影角度（後方カメラ２７の向き）を設定する。
　具体的には、通常のルームミラーの向きを変えたときと同様な画像を得られるように、
後方カメラ２７の向きを調節する。つまり、上述した様に、ルームミラーの向きがＡ°変
更された場合には、後方カメラ２７の撮影方向を２Ａ°変更する。
【００５５】
　続くステップ３２０では、前記ステップ３１０にて設定された撮影角度となるように、
モータ３７を駆動して後方カメラ２７の向きを調節して、一旦本処理を終了する。
　なお、その後は、前記第２実施形態と同様に、画像処理装置３１にて、後方カメラ２７
で撮影された画像の疑似画像を作成して、ディスプレイ２３に表示するので、その説明は
省略する。
【００５６】
　ｃ）本実施形態では、後方を見るために、ディスプレイ２３の向きを調節した場合には
、その操作角度に応じて、後方カメラ２７の撮影方向を変更する。よって、運転者にとっ
ては、従来のルームミラーの向きを調節したのと同様な画像を見ることができるので、違
和感が少ないという効果がある。
【００５７】
　また、後方カメラ２７の向きの調節を、ディスプレイ２３の向きを調節することにより
行うことができるので、その操作が極めて容易であるという利点がある。
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　［第４実施形態］
　次に、第４実施形態について説明するが、前記第３実施形態と同様な内容の説明は省略
する。
【００５８】
　本実施形態では、ディスプレイの角度を変えた場合に、後方カメラの撮影角度を変更す
ることなく、画像処理によって表示画像を変更するものである。
　ａ）まず、本実施形態の車両後方監視装置の構成について説明する。
【００５９】
　図１０に示す様に、本実施形態の車両後方監視装置４１は、ディスプレイユニット４３
と制御ユニット４５とを有しており、ディスプレイユニット４３は、ディスプレイ４７と
（前記第３実施形態と同様な２軸の）ディスプレイ用ポテンショメータ４９とを備えてい
る。
【００６０】
　また、制御ユニット４５には、画像の処理を行う画像処理装置５１を備えおり、この画
像処理装置５１には、後方カメラ５３とディスプレイ４７とポテンショメータ４９（水平
用ポテンショメータ４９ａ、垂直用ポテンショメータ４９ｂ）が接続されている。
【００６１】
　本実施形態では、図１１に示す様に、ディスプレイ４７の向きが操作されると、その操
作角度をポテンシオメータ４９によって検出し、その検出された操作角度に対して、ディ
スプレイ４７の表示領域を移動させる処理を行う。以下、この手順について説明する。
【００６２】
　ここでは、後方カメラ５３の向きを固定した場合を例に挙げるが、その場合には、図１
２に示す様に、後方カメラ５３で撮影した画像（全撮影領域の画像）のうち、ディスプレ
イ４７に表示される画像は、その一部（図の中央の太枠部分）である。
【００６３】
　そして、ディスプレイ４７の向きを変更した場合には、従来のルームミラーの向きを調
節した場合と同様に、ディスプレイ４７に表示する画像を移動させる必要があるので、本
実施形態では、ディスプレイ４７の操作角度を検出し、その操作角度に対応して、後方カ
メラ５３で撮影された全撮影領域の画像から、ディスプレイ４７に表示する画像（移動後
の表示領域：図１２の破線部分）を設定している。
【００６４】
　なお、ディスプレイ４７の操作角度と表示領域の移動分との関係は、実際にディスプレ
イ４７を見た場合に違和感を感じないように設定すればよい。例えばディスプレイ４７の
向きが、水平方向の右側（又は左側）に所定角度（例えば１°）変更された場合には、そ
の変更分に対応する画像表示ができるように、表示領域を所定画素分移動させる等の方法
を採用できる。
【００６５】
　また、レンズを用いた後方カメラ５３の特性上、全撮影領域の中央付近は画像の歪みが
少ないが、周縁ほど歪みが大きくなる傾向にあるので、表示領域の移動範囲に応じて、適
宜画像の歪みを調節することが望ましい。
【００６６】
　ｂ）次に、画像処理装置５１にて行われる処理内容について説明する。
　図１３に示す様に、ステップ４００にて、後方カメラ５３で撮影した画像を取り込む。
　続くステップ４１０にて、視点移動した画像を作成する。
【００６７】
　続くステップ４２０では、視点移動した画像に、車室内のピラーや後席などの半透過の
画像を重ね合わせてて疑似画像を作成する。なお、本処理は省略してもよい。
　続くステップ４３０にて、ポテンショメータ４９からの（ディスプレイ４７の）操作角
度を示す信号を入力する。
【００６８】
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　続くステップ４４０では、ポテンショメータ４９からの操作角度を示す信号に基づいて
、ディスプレイ４７に表示する表示領域を移動させる処理を行う。
　続くステップ４５０では、移動させた表示領域に対応した画像を切り出し、ディスプレ
イ４７に表示し、一旦本処理を終了する。
【００６９】
　ｃ）本実施形態では、ディスプレイ４７の向きを調節した場合には、その操作角度に応
じて、ディスプレイ４７に表示する画像の表示領域を変更するので、違和感が少ないとい
う効果がある。
【００７０】
　また、前記第３実施形態のように後方カメラ５３の向きを制御しないので、装置構成を
簡易化できるという利点がある。
　［第５実施形態］
　次に、第５実施形態について説明するが、前記第３実施形態と同様な内容の説明は省略
する。
【００７１】
　本実施形態では、スイッチ操作によって、後方カメラを作動させて、ディスプレイの表
示画像の指定箇所を拡大表示するものである。
　ａ）まず、本実施形態の車両後方監視装置の構成について説明する。
【００７２】
　図１４に示す様に、本実施形態の車両後方監視装置６１は、ルームミラー型ディスプレ
イユニット６３と、制御ユニット６５と、カメラユニット６７とを備えている。
　このうち、制御ユニット６５は、画像処理装置６９とカメラ制御装置７１とを備えてい
る。
【００７３】
　また、カメラユニット６７は、ズームレンス７３を備えた後方カメラ７５と、後方カメ
ラ用モータ（水平用モータ７７ａ、垂直用モータ７７ｂ）とを備えている。なお、後方カ
メラ７５内にはズームレンズ７３を駆動するためのズーム用モータ（図示せず）が配置さ
れている。
【００７４】
　更に、ディスプレイユニット６３は、ディスプレイ７９と、２軸のポテンショメータ８
１（水平用ポテンショメータ８１ａ、垂直用ポテンショメータ８１ｂ）と、十字キー８３
と、スライドスイッチ８５とを備えている。
【００７５】
　このうち、十字キー８３は、図１５に示す様に、ディスプレイ７９の右下部に取り付け
られたマニュアルの操作キーであり、拡大ポイントを指示するキーである。つまり、ディ
スプレイ７９に表示された画像を拡大する際には、画像上に画像の拡大の中心位置を示す
十字カーソルが表示されるが、この十字キー８３を操作することにより、十字カーソルを
画面上で移動させることができる。
【００７６】
　また、スライドスイッチ（ＳＷ）８５は、十字キー８３の横に設けられているマニュア
ルの操作スイッチであり、このスライドスイッチ８５を上下させることにより、拡大率を
調節することができる。
【００７７】
　従って、本実施形態では、ディスプレイ７９には、後方カメラ７５で撮影されて、画像
処理装置６９で処理された疑似画像が表示されるが、その画像の所望の位置における画像
を拡する場合には、十字キー８３により十字カーソルを移動させ、スライドスイッチ８５
にて拡大率を調整する。
【００７８】
　詳しくは、十字キー８３が操作されると、その位置を中心にして画像を拡大するために
、カメラ制御装置７１により、後方カメラ用モータ７７を駆動して、後方カメラ７５の撮
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影方向を調節する。即ち、後方カメラ７５の撮影方向を、画像上に十字スケールの方向に
向ける。同時に、画像の拡大率を調節するために、ズームモータを駆動してズームレンズ
７３による拡大を行う。これにより、ディスプレイ７９の表示画面８７上の所望の位置の
画像を拡大して表示することができる。
【００７９】
  ｂ）次に、制御ユニット６５にて行われる処理内容について説明する。
　図１６に示す様に、ステップ５００にて、十字キー８３による入力があったか否かを判
定する。ここで肯定判断されるとステップ５１０に進み、一方否定判断されるとステップ
５２０に進む。
【００８０】
　ステップ５１０では、十字キー８３の操作に対応した位置に、十字カーソルを移動して
表示する。
　ステップ５２０では、スライドスイッチ８５が操作されたか否かを判定する。ここで肯
定判断されるとステップ５３０に進み、一方否定判断されるとステップ５５０に進む。
【００８１】
　ステップ５３０では、十字カーソルで指定した方向に、後方カメラ７５の撮影方向を合
わせるように、水平用モータ７７ａ及び垂直用モータ７７ｂを駆動して、後方カメラ７５
の撮影方向を調節する。
【００８２】
　続くステップ５４０では、スライドスイッチ８５の操作量（従って拡大率）に対応して
、十字カーソルで指定した位置を中心にして画像を拡大するように、後方ズーム用モータ
を駆動する。即ち、後方カメラ７５で撮影する画像の拡大率を調整するように、ズームレ
ンズ７３を軸方向に移動させる。
【００８３】
　ステップ５５０では、垂直用ポテンショメータ８１ｂに変化があったか否かを判定し、
ここで肯定判断されるとステップ５６０に進み、一方否定判断されるとステップ５７０に
進む。
【００８４】
　ステップ５６０では、垂直ポテンショメータ８１ｂで検出されたディスプレイ７９の垂
直方向の操作角度に応じて、垂直用モータ７７ｂを駆動して、後方カメラ７５の垂直方向
の撮影方向を調節する。
【００８５】
　ステップ５７０では、水平用ポテンショメータ８１ａに変化があったか否かを判定し、
ここで肯定判断されるとステップ５８０に進み、一方否定判断されるとステップ５９０に
進む。
【００８６】
　ステップ５８０では、水平用ポテンショメータ８１ａで検出されたディスプレイ７９の
水平方向の操作角度に応じて、水平用モータ７７ａを駆動して、後方カメラ７５の水平方
向の撮影方向を調節する。
【００８７】
　ステップ５９０では、上述した様にして調整された後方カメラ７５を用いて得られた画
像（拡大された疑似画像）に対して、表示画面８７に対応したサイズに切り出し、その切
り出した画像を、ディスプレイ７９に表示し、一旦本処理を終了する。
【００８８】
　ｃ）この様に、本実施形態では、十字キー８３を用いて、表示画面８７上の画像の所望
の位置を指定し、スライドスイッチ８５を用いて、そこを中心として画像を拡大すること
ができるので、画像上の注目する位置の状況を容易に把握できるという効果がある。
【００８９】
　なお、本実施形態では、拡大された疑似画像は、その十字カーソルで指定された位置が
、ディスプレイ７９の表示画面８７の中央になるように表示したが、カーソル位置を中心
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にして画像が拡大するように表示してもよい。この場合には、後方カメラ７５の撮影方向
をカーソル位置に合致するように制御するのではなく、画像を拡大した場合に、その拡大
の中心がカーソル位置と合致するように、後方カメラ７５の撮影方向を制御すればよい。
例えば、撮影方向を、表示画面とカーソル位置を結ぶ線分上に設定するとともに、その線
分上における撮影方向の位置は、拡大率が大きいほカーソル位置に近づけるように設定す
ればよい。
【００９０】
　また、ここでは、画像を拡大する例について説明したが、画像を縮小するようにしても
よい。この場合は、表示領域を大きくすることができるという利点がある。
　［第６実施形態］
　次に、第６実施形態について説明するが、前記第５実施形態と同様な内容に説明は省略
する。
【００９１】
　本実施形態では、スイッチ操作によって、後方カメラを作動させて、ディスプレイの表
示画像の指定箇所を拡大表示するものである。
　ａ）まず、本実施形態の車両後方監視装置の構成について説明する。
【００９２】
　図１７に示す様に、本実施形態の車両後方監視装置９１は、ルームミラー型ディスプレ
イユニット９３と、制御ユニット９５と、カメラユニット９７とを備えている。
　このうち、制御ユニット９５は、画像処理装置９９とを備え、カメラユニット９７は、
後方カメラ１０１を備えている。
【００９３】
　また、ディスプレイユニット９３は、ディスプレイ１０３と、２軸のポテンショメータ
１０５（水平用ポテンショメータ１０５ａ、垂直用ポテンショメータ１０５ｂ）と、十字
キー１０７と、スライドスイッチ１０９とを備えている。
【００９４】
　本実施形態では、図１８に示す様に、ディスプレイ１０３には、後方カメラ１０１で撮
影されて、画像処理装置９９で処理された疑似画像が表示されるが、その画像の所望の位
置における画像を拡大する場合には、十字キー１０７により十字カーソルを移動させ、ス
ライドスイッチ１０９にて拡大率を調整する。
【００９５】
　詳しくは、十字キー１０７が操作されると、その位置を中心にして画像を拡大するため
に、拡大する画像（切り出す画像）の領域を定め、その領域の画像をデジタルズームによ
り画像処理して拡大してする。これにより、ディスプレイ１０３の表示画面１１１上の所
望の位置の画像を拡大して表示することができる。
【００９６】
  ｂ）次に、画像処理装置９９にて行われる処理内容について説明する。
　図１９に示す様に、ステップ６００にて、十字キー１０７による入力があったか否かを
判定する。ここで肯定判断されるとステップ６１０に進み、一方否定判断されるとステッ
プ６２０に進む。
【００９７】
　ステップ６１０では、十字キー１０７の操作に対応した位置に、十字カーソルを表示す
る。
　ステップ６２０では、スライドスイッチ１０９が操作されたか否かを判定する。ここで
肯定判断されるとステップ６３０に進み、一方否定判断されるとステップ６５０に進む。
【００９８】
　ステップ６３０では、十字カーソルで指定した位置を、画像を拡大するための中心位置
、即ち画像を切り出すための中心位置として設定する。これにより、画像の切出し位置を
変更する。
【００９９】
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　続くステップ６４０では、スライドスイッチ１０９の操作量に対応した拡大率で、画像
の拡大を行うように設定する。即ち、画像の切出しサイズを変更する。
　ステップ６５０では、垂直用ポテンショメータ１０５ｂに変化があったか否かを判定し
、ここで肯定判断されるとステップ６６０に進み、一方否定判断されるとステップ６７０
に進む。
【０１００】
　ステップ６６０では、垂直ポテンショメータ１０５ｂで検出されたディスプレイ１０３
の垂直方向の操作角度に応じて、垂直方向における画像の切出し位置を変更する。
　ステップ６７０では、水平用ポテンショメータ１０５ａに変化があったか否かを判定し
、ここで肯定判断されるとステップ６８０に進み、一方否定判断されるとステップ６９０
に進む。
【０１０１】
　ステップ６８０では、水平用ポテンショメータ１０５ａで検出されたディスプレイ１０
３の水平方向の操作角度に応じて、水平方向における画像の切出し位置を変更する。
　ステップ６９０では、上述した様にして設定された画像の切出しサイズ（拡大率）及び
切出し位置に基づいて、ディスプレイ１０３に表示する画像の補正を行う。
【０１０２】
　ステップ７００では、上述した様にして補正された画像（拡大された疑似画像）を、デ
ィスプレイ１０３に表示し、一旦本処理を終了する。
　ｃ）この様に、本実施形態では、十字キー１０７を用いて、ディスプレイ１０３の表示
画面１１１上の画像の所望の位置を指定し、スライドスイッチ１０９を用いて、そこを中
心として画像を拡大することができるので、画像上の注目する位置の状況を容易に把握で
きるという効果がある。
【０１０３】
　なお、本実施形態では、拡大された疑似画像は、その十字カーソルで指定された位置が
、ディスプレイ１０３の表示画面１１１の中央になるように表示されるが、カーソル位置
を中心にして画像が拡大するように表示してもよい。
【０１０４】
　［第７実施形態］
　次に、第７実施形態について説明するが、前記第６実施形態と同様な内容の説明は省略
する。
【０１０５】
　本実施形態では、十字キーに代わりにタッチパネルを用いるものである。
　具体的には、図２０に示す様に、本実施形態の車両後方監視装置１２１では、ルームミ
ラー型ディスプレイ１２３の表示画面１２５に、表示画面１２５の全面を覆うように透光
性のタッチパネル１２７が配置されている。また、表示画面１２５の右下部には、スライ
ドスイッチ１２９が取り付けられている。
【０１０６】
　そして、タッチパネル１２７からの信号（拡大の中心位置を示す信号）と、スライドス
イッチ１２９からの信号（拡大率を示す信号）と、後方カメラ１３１で撮影された画像の
信号とが、画像処理装置１３３に入力するように構成されている。
【０１０７】
　従って、本実施形態では、運転者がタッチパネル１２７に触れることによって拡大位置
を指定し、スライドスイッチ１２９を操作することによって拡大率を指定した場合には、
画像処理装置１３３により、それらの信号に応じて、後方カメラ１３１で撮影された画像
の拡大や表示領域の移動等の処理を行って、その拡大された疑似画像をディスプレイ１２
３に表示する。
【０１０８】
　本実施形態によっても、前記第６実施形態と同様な効果を奏するともに、単に、表示画
面１２５上の拡大を希望する箇所をタッチし、スライドスイッチ１２９を操作すればよい
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ので、操作が簡単であるという利点がある。
【０１０９】
　なお、画像の移動や拡大は、デジタルズーム等の画像処理によって行ってもよいが、撮
影方向を調整するモータやズーム用モータを用いて行ってよい。
　また、上述したハード的なスライドスイッチ１２９ではなく、例えばタッチパネル１２
７上にスライドスイッチの絵を（ソフトスイッチとして）表示し、その絵の部分を（例え
ば指でこすることによって）操作することにより、上述したスライドスイッチ１２９と同
様に拡大率を指定してもよい。この場合には、タッチパネル１２７の操作に伴って、スラ
イドスイッチの絵も、例えばつまみ部分が上下するように表示することが好ましい。
【０１１０】
　［第８実施形態］
　次に、第８実施形態について説明するが、前記第７実施形態と同様な内容の説明は省略
する。
【０１１１】
　本実施形態では、拡大する倍率を固定し、タッチパネルによって、拡大位置と拡大の指
示を行うものである。
　具体的には、図２１に示す様に、本実施形態の車両後方監視装置１４１では、ルームミ
ラー型ディスプレイ１４３の表示画面１４５に、タッチパネル１４７が配置されている。
【０１１２】
　そして、タッチパネル１４７からの信号（拡大の中心位置と拡大を指示する信号）と、
後方カメラ１４９で撮影された画像の信号とが、画像処理装置１５１に入力するように構
成されている。ここでは、タッチパネル１４７が操作された場合は、一定の倍率で画像を
拡大するように設定されている。
【０１１３】
　従って、本実施形態では、運転者がタッチパネル１４７に触れることによって、画像の
拡大位置と（一定倍率の）拡大が指定された場合には、画像処理装置１５１により、それ
らの信号に応じて、後方カメラ１４９で撮影された画像の表示領域の移動や拡大等の処理
を行って、その拡大された疑似画像をディスプレイ１４３に表示する。
【０１１４】
　ここで、拡大された画像を元に戻す場合には、拡大された画像に表示される（ソフトス
イッチ表示である）「もどるスイッチ」を押せばよい。
　本実施形態によっても、前記第７実施形態と同様な効果を奏するともに、単に、表示画
面１４５上の拡大を希望する箇所をタッチすればよいので、操作が極めて簡単であるとい
う利点がある。
【０１１５】
　なお、画像の移動や拡大は、デジタルズーム等の画像処理によって行ってもよいが、撮
影方向を調整するモータやズーム用モータを用いて行ってよい。
　尚、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、様々な態様にて実施することが
可能である。
【０１１６】
　（１）例えば車両の後方に赤外線照射装置を搭載し、後方カメラを赤外線対応として、
後方の赤外線画像をディスプレイに表示してもよい。
　（２）また、各実施形態の構成は、適宜交換して用いることができる。例えば画像処理
によって、画像の移動やズームを行ってもよいが、実際の後方カメラの撮影方向やズーム
レンズをモータによって駆動して調節してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１１７】
【図１】後方カメラの視野とルームミラーで見たときの視野を示す説明図である。
【図２】第１実施形態の車両後方監視装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図３】第１実施形態の車両後方監視装置のシステム構成を示す説明図である。
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【図４】第１実施形態における処理内容を示すフローチャートである。
【図５】第２実施形態の車両後方監視装置のシステム構成を示す説明図である。
【図６】第２実施形態における処理内容を示すフローチャートである。
【図７】第３実施形態の車両後方監視装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図８】第３実施形態の車両後方監視装置のシステム構成を示す説明図である。
【図９】第３実施形態における処理内容を示すフローチャートである。
【図１０】第４実施形態の車両後方監視装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図１１】第４実施形態の車両後方監視装置のシステム構成を示す説明図である。
【図１２】第４実施形態において表示領域の移動方法を説明する説明図である。
【図１３】第４実施形態における処理内容を示すフローチャートである。
【図１４】第５実施形態の車両後方監視装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図１５】第５実施形態の車両後方監視装置のシステム構成を示す説明図である。
【図１６】第５実施形態における処理内容を示すフローチャートである。
【図１７】第６実施形態の車両後方監視装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図１８】第６実施形態の車両後方監視装置のシステム構成を示す説明図である。
【図１９】第６実施形態における処理内容を示すフローチャートである。
【図２０】第７の実施形態の車両後方監視装置のシステム構成を示す説明図である。
【図２１】第８の実施形態の車両後方監視装置のシステム構成を示す説明図である。
【図２２】従来技術の説明図である。
【符号の説明】
【０１１８】
　１…車両
　３、２７、５３、７５、１０１、１３１、１４９…後方カメラ
　５、２３、４７、７９、１０３、１２３、１４３…ディスプレイ
　７、３１、５１、６９、９９、１３３、１５１…画像処理装置
　１１、２１、４１、６１、９１、１２１、１４１…車両後方監視装置
　３３、７１…カメラ制御装置
　３５、３５ａ、３５ｂ、４９、４９ａ、４９ｂ、８１、８１ａ、８１ｂ、１０５、１０
５ａ、１０５ｂ…ポテンショメータ
　３７、３７ａ、３７ｂ、７７、７７ａ、７７ｂ…モータ
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